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1.　各種繊 維の洗 浄性・汚染性 などにおよぼナ洗剤 の

吸着 の影響 を研 究することを目的 とする。 第１報 はモメ

ンに対 する ＡＢＳ の吸着につ い て， そ の実験方 法の検

討 ，お よび得ら れた結果 と洗浄匪・汚染性 との関連 の追

求 を行 なった。

2. モメ ンおよび ＡＢＳ はエタ ノール で精練 ・精製 を

行 なっ た。吸着 は ＡＢＳ 濃度0.25 mol/^XlO'i~5.5mol

μ×103 につい て， 温度は40 °C及び30 °C, 時間は72

時 間とし，恒温振渥機を用いて行 なった。吸着量 の定量

は,繊維に吸着し た ＡＢＳ をエタノールによって抽出し，

こ れをBarr  &  Stubbing 法とAbbott 法によ り定量し

た。　またPinacyanol Chloride を用い て ＡＢＳ のcmc

の測定 も行なった。

3･　吸着等温線はBarr  &  Stubbing 法,   Abbott 法と

も ほぼ 同一のものが得られた。 これはFara,  Eyring ら

が放射性 物質 を用い て ＡＢＳ のモメンヘの吸着 を測定し

た結果 とよく一致し， この方 法に より，繊 維への洗剤 吸

着に関し て実験するこ とが可 能なことを確 めた。 吸着 等

温線は何 れもABS 濃度0.875 ～1.25  mol//x  10' に屈

曲点が みられ，これは ＡＢＳ のcmc と一致し た。 また，

ＡＢＳ 濃度3.25mol//xl03 で吸 着 の 極大値(40° C で9

mol/gXlO^) が認 められた。こ れはこ の系 での洗浄効 率

の極大値，汚染 率の極小値 を示 す濃度(0.1%, 昭和43年

度総会岩崎報 告)と一致し，洗浄性･汚染性 と洗 剤吸着 と

の 間に，相関関係 のあ るこ とが認 められた。


